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アクセス

※一般来館者用の駐車場は設けておりません。公共交通機関等をご利用いただくか、
　周辺の有料駐車場をご利用ください。なお、車いす使用者の駐車スペースはござい
　ますので、ご利用の際にはご連絡ください。

松山空港からリムジンバス「大街道」下車 〈所要時間約 30分〉
JR 松山駅から市内電車「大街道」下車 〈所要時間約10分〉
伊予鉄道松山市駅から市内電車「大街道」下車 〈所要時間約10分〉
松山自動車道松山インターから車 〈所要時間約 20分〉

開館時間
休 館 日

展示室観覧料
一　　般
高 齢 者
高 校 生

9:00 ～18:30（最終入館 18:00）
原則月曜日（詳細は HP にてご確認ください）
※2～3月に展示入替のための休館期間があります

￥500（￥400）
￥250（￥200）
￥250（￥120）

※（　 ）内は 20名以上の団体割引料金
※中学生以下は無料
※高齢者は65歳以上対象（要証明書）
※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の所持者及びその介護人1名無料
※2階（ホール、カフェ、ライブラリー・ラウンジ、こども本の森 松山 ）は、入館無料
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坂の上の雲ミュージアム

日本語

大
街
道

イラストは描き直します

日本語

1923～1996年。大阪市生まれ。大阪外国語学校（現大
阪大学外国語学部）蒙古語部卒業。1948年産経新聞
社に入社。1960年『梟の城』で第42回直木賞受賞。
代表的な作品に『竜馬がゆく』『国盗り物語』『空海の
風景』『菜の花の沖』『韃靼疾風録』など多数。その他
に『街道をゆく』『風塵抄』『この国のかたち』などの紀行、
エッセイも多い。1993年、文化勲章受章。 命日の2月
12日は、「菜の花忌」と呼ばれる。

秋山 好古
あきやま　よしふる

1859～1930

「日本騎兵の父」と言われた
陸軍の軍人。晩年は松山で
北予中学校（現・愛媛県立松山
北高等学校）の校長を務める。
幼名は信三郎。

秋山 真之
あきやま　さねゆき

1868～1918

「日本海軍の知将」と言われ
た海軍の軍人。日露戦争の
日本海海戦で作戦参謀とし
て活躍した。
幼名は淳五郎。

正岡 子規
まさおか しき

1867～1902

俳句をはじめとする日本近
代文学の革新を進めた明治
を代表する文学者。
本名は常規（つねのり）、幼名
は升（のぼる）。

司馬 遼太郎 しば りょうたろう

▲

小 説『坂の上の雲』

物語を導く ３人の主人公たち

3階から4階へと続くスロープの壁面には、
小説『坂の上の雲』全1,296回分が壁一
面に掲載されています。

新聞連載の壁

小説『坂の上の雲』は、1968（昭和
43）年から約4年半、1296回にわ
たり産経新聞（夕刊）に連載されま
した。松山出身の秋山好古・真之兄
弟と正岡子規の生涯を中心として、
彼らの生き方や近代国家として成
長していく明治日本の姿が描かれ
ています。
2009（平成21）年からの3年間、
NHKのスペシャルドラマとしても
放送されました。



なだらかな坂道が案内する『坂の上の雲』の世界
城山にも市街地にも面したこの場所で、立地する周辺との調和を図りつつ、松山
城の緑の中で自然と歴史を感じることができる造りになっています。各階はひと
つづきのスロープでつながっており、建物は空に向かって広がっています。

［展示室］
3人の主人公や明治に関する資料を展示 全1296回分の『坂の上の雲』を展示

［新聞連載の壁］

［企画ギャラリー］
松山の風土を物語る資料を展示 中間部分の支柱を除いた珍しい構造

［空中階段］

［こども本の森 松山］
本に親しめる滞在型の図書室 2階フロアは入館無料

［ミュージアムカフェ&ショップ］

安藤忠雄建築研究所
株式会社竹中工務店
3,384.64㎡
1,089.37㎡
3,254.80㎡
鉄筋コンクリート（ＳＲＣ）
地下１階・地上４階建て

設 計 者
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敷地面積
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延床面積
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『坂の上の雲』のまちづくり
愛媛県松山市は、小説に描き込まれたメッセージを基本理念に、市内各地に点在して
いる小説ゆかりの史跡や、地域固有の文化資源を発掘・再評価し、結びつけて、まち全体
を屋根のない博物館＝フィールドミュージアムに見立てたまちづくりを行っています。

2007（平成19）年に開館した「坂の上の雲ミュージアム」は、司馬遼太郎氏の小説
『坂の上の雲』に描かれた3人の主人公の足跡や、“明治”という時代に関する展示を
行っています。建物は、世界的建築家・安藤忠雄氏による設計です。2025（令和7）年
には、「こども本の森 松山」を増築しました。

中心市街地。交通と観光の拠点で、坂の上
の雲ミュージアムを中核として、松山城、
秋山兄弟生誕地、子規堂など、小説ゆかり
の史跡・施設が多く存在します。

センターゾーン

道後温泉、松山総合公園、三津浜・梅津
寺、久谷・砥部、風早、忽那諸島の6つの
地域には、それぞれ魅力のある、固有の地
域資源があります。

サブセンターゾーン

松山城周辺
センターゾーン

道後温泉
サブセンターゾーン三津浜

梅津寺
サブセンターゾーン

松山
総合公園
サブセンターゾーン

久谷・砥部
サブセンターゾーン

忽那諸島
サブセンターゾーン

風　早
サブセンターゾーン

〈イメージ図〉
『坂の上の雲』フィールドミュージアム

Photo by Kinji Kanno Photo by Shigeo Ogawa

安藤 忠雄 あんどう ただお

大阪生まれ。独学で建築を学び、1969年安藤忠雄建築研究所
を設立。代表作に「光の教会」、「司馬遼太郎記念館」、「フォート
ワース現代美術館」、「地中美術館」、「こども本の森 中之島」「ブ
ルス・ドゥ・コメルス」など。1979年「住吉の長屋」で日本建築学
会賞、1995年プリツカー賞、1996年高松宮殿下記念世界文
化賞、2005年国際建築家連合ゴールドメダル、2010年文化
勲章。2021年レジオン・ドヌール勲章コマンドゥール等受賞多
数。1997年より東京大学教授。現在、名誉教授。


